
本堂は寛政元年（1789）に建立

国分寺 金光山
最勝院

唐椿道の駅 今治湯ノ浦温泉

境内には唐椿が植林されてお
り、開花時期には艶やかな花で
お遍路さんの心を和ませてくれ
る。菊にも似た大輪の花は、一
見の価値あり。この花を見るた
めに訪れる人もいる。また、創建
当時の寺は現在の場所から東
に100ｍほどのところにあった。
「伊予国分寺塔跡」は国指定
の史跡になっている。

握手修行大師

境内に入って右手にあるのは、
等身大だといわれている握手
修行大師像。左手に鉄鉢を持
ち、右手で握手ができるように
なっている。この大師像と握手
をして祈願すると願いが叶うと
いわれ、多くの参拝者がこの大
師像の手を握り、手を合わせて
いる。ただし、一つしかお願い
できないので注意を。

今治市の東の玄関口ともいえる
場所に位置する情報拠点。休
憩コーナー、レンタサイクル（9
時～17時）などが利用できるほ
か、瀬戸内の新鮮な海の幸を
使った料理などが味わえるフー
ドコーナーも人気。地元の特産
品が並ぶ物産コーナーや、全
国でも珍しい、湯ノ浦温泉の源
泉をセルフで購入することがで
きる温泉スタンドもある。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県今治市長沢甲252-2
0898・47・0990
9:00～18:00（7・8月のみ8:30～18:30）
無休休

第59番 国分寺
●愛媛県今治市国分4-1-33    
☎0898-48-0533 
●宿坊／なし

第60番 横峰寺
●愛媛県西条市小松町石鎚甲2253   
☎0897-59-0142 
●宿坊／なし

　伊予の国分寺は天平13年（７４１）に行基が
開基。当時は、七堂伽藍を備えた壮大な大寺
院だった。弘法大師は第三世住職智法立師の
時代に来錫。長く留まって五大尊の絵像一幅
を残した。また、大師十大弟子の一人で、かつ
て高岳親王であった真如も２年ほど滞在した。
天慶２年（９３９）には藤原純友の乱で堂宇が
焼失。国主の援助で再興したが、元暦元年（１１
８４）の源平合戦で再び焼失する。貞治３年（１
３６４）には讃岐の細川右馬頭頼之が侵入し、
三度、寺は焼かれた。その後も焼失と復興を繰
り返した。現在の本堂は、寛政元年（１７８９）に
43代住職の恵光上人が金堂として建立した。

　風光明媚な唐子浜（からこはま）からほど
近い、唐子山の麓に佇む寺。広 と々した境内
には石門を入って正面に本堂、大師堂、毘
沙門天、書院などが並んでいる。書院には、
奈良時代から平安初期にかけての寺宝や
文化財、旧国分寺からの出土品などが、貴
重な歴史資料として保存されている。県指
定の文化財であり、寺宝でもある国分寺文
書３巻は南北朝時代のものとされている。弘
法大師像、大般若経なども興味深い。この寺
の後は60番の横峰寺へと続くが、地理的に
は61番の香園寺と63番の吉祥寺を打ち終
えてから、60番へと回るのがよいだろう。
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第59番
こんこうざん　さいしょういん　こくぶんじ

幾度も復興を遂げた伊予の国分寺

御詠歌／しゅごのためたててあがむ
る国分寺いよいよめぐむ薬師なりけり
本尊／薬師如来
真言／おん ころころ せんだり まと
うぎ そわか
宗派／真言律宗
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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創建当時は100m東にあり、その場所は国指定の史跡になっている
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